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「相手を思いやり親切に」（１時間扱い） 
          授業者 阿 保 裕 也 

 

≪主題について≫  

中学年 2-(2) 思いやり・親切  相手のことを思いやり，進んで親切にする。  

《資料》 心と心のあく手（「わたしたちの道徳小学校 3・4 年」文部科学省） 

 ３年生という段階においては，相手の気持ちをより深く理解できるようになるため，温かい心ととも

に，相手に対する思いやりの心を育てることが一層重要になる。相手の現在の状況，困っていること，

大変な思いをしていることなどを想像することによって相手のことを考え，親切な行為を自ら進んで行

うことができるように指導していくことが大切である。 

 資料では，「ぼく」が重い荷物を持って大変そうなおばあさんに出会い，手伝いを申し出るが断られて

しまう。その後，母親からおばあさんは病気で体が不自由になったが，歩く練習をして少しずつ回復 

してきたことを知る。おばあさんの実情を知り，２回目は相手の気持ちを想像して見守ることを選んだ

「ぼく」。声をかけた初めの「ぼく」と声を掛けずにそっと見守ることを選んだ「ぼく」の行動のどちら

がより親切なのか考えながら，本当の親切とは何かを考えられるようにしたい。 

 

 ≪評価の観点≫ 

評１ ○ 自分自身の在り方を振り返ったり，登場人物の言動について話し合ったりすることを通じて，自分

の道徳的な見方，考え方，感じ方を広げ，よりよい生き方について考えようとしている。                                      

                                        ［よりよく生きる］ 

評２ ○ 資料中の登場人物の思いを受け止め，自分の思いや考えを素直に表し，友達と交流しながら，自分

の考えをより豊かなものにしていこうとする。                ［豊かなかかわり］ 

評３ ○ 相手を思いやり，相手の立場をよく考えて親切にすることの大切さに気付き，それを基にしてこれ

からの自分の行為について考えようとしている。              [道徳的価値の自覚] 

 

≪本題材におけるアクティブ・ラーニングで育んでいく資質・能力≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主的・主体的な課題解決 

・事象に思いや願い，興味・関心をもつ 

・自分の学習を振り返り，次の学習に生かす 

本題材における活動の姿 

 これまでの生活経験をもとに，資料を読む

ことを通して，どちらがより親切なのか選択

し，理由を考えようとしている。 

学習を通して道徳的価値を自覚し，自らの

生活を振り返り，これからの生活に生かそう

としている。 

協同的な課題解決 

・協同する 

・協同することの価値に気付く 

本題材における活動の姿 

自分と友達の考え方を比較しながら，友達に

質問したり，気付いたことを伝えようとしたり

している。 

友達のよかった考え方を聞いて，互いに認め

合おうとしている。 

 

 



≪研究との関わり≫ 

自主的・主体的な課題解決や協同的な課題解決を進めることができるよう，課題設定（道徳における

主発問）の在り方や振り返りの在り方の支援を表すと，以下のようになる。 

 

≪学習のグランドデザイン≫ 
 

       相手を思いやり親切に 道徳的実践 
 

目標 相手の立場を考えたり気持ちを想像したり

する，思いやりの心情を育む。 

  

親切・思いやりへの気付き 
 

 
  

  
 

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  

  
 

  

 自主的・主体的な課題解決のために 協同的な課題解決のために 

課
題
設
定 

 
 
 

の
在
り
方 

比較により考えを深める主発問 

主発問において，どちらの行動がより親切だ

と思うのか比較する形式をとる。その根拠を考

える必然性が生まれるよう，アナライザー（３

色のコーン状のもの）を使用する活動を取り入

れる。自分の立場を明確にすることで，友達の

考えを聞いたり，自分の考えと比較したりしな

がら，道徳的な見方，考え方を広げていくと考

える。 

 

振
り
返
り 

 

の
在
り
方 

道徳的価値観の深まりを実感する振り返りの

場の設定 

 学習したことを基に，これまでの自分の考え

方を振り返る場を設定する。自分の道徳的価値

観の深まりを実感することで，学んだことをこ

れからの生活に生かしていくと考える。 

友達の考えを認め合う場の設定 

自己有用感を高め，協同的に学ぶよさを体験

することができるよう，友達の考えを認め合う

場を設定する。友達の考えのよさや，それを取

り入れた自分の考えを交流することで，道徳的

な見方や考え方を広げつつ，友達と学習するよ

さや喜びを味わうと考える。 

日常生活 

清掃活動，係活動，給食準備・

後片付け等 

【事後の活動】 

 

総合的な学習の時間 

「アクティブ・コミュニケー

ション・ぷれいいんぐ 2015」 

（幼稚園児との交流学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活 

清掃活動，係活動，給食準

備・後片付け等 

 

 

 

「思いやりの心」ってなんだろう？で学習したことを振

り返りながら，本当の思いやり・親切とは何かを考えるこ

とができるよう，読み物資料「心と心のあく手」を読む。 

 

 

 

 アナライザー（自分の立場を３つの色の中から選び提示

するもの）を使用しながら，資料の登場人物「ぼく」のど

ちらの行動がより親切だと思うのか，その根拠を示したり，

交流したりする。 

 

 

  

本時に学習した事を基に，これまでの自分の考えを振り

返る。道徳的価値観の深まりを実感したり，友達と学習す

るよさを味わったりする。 

 

【事前の学習】 

 

道徳の時間 

「思いやりの心」って 

なんだろう？ 

・自分たちの普段の生活を振

り返り，「思いやりのある

言動」を挙げていき，出て

きた言動をどのような思

いやりに分類されるのか

考える。 

・思いやりの心が表せた時の

ことを書く。 

開始期 

まとめ期 

展開期 

価値に気付く 関連付ける・生かす 価値を深める 

・比較により考えを深める課題の提示 

 

・自分の立場の明確化と視覚化による，より主体的な

考え方の交流の場の設定 

・道徳的価値観の深まりを実感する振り返りの場の設定 

・友達の考えを認め合う場の設定 

本時 



【 本時案 】 

 
相手の立場を考えたり気持ちを想像したりする，思いやりの心情を育む。 

学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆）と評価（◇） 

 
○ 以前に道徳の時間で学習した「思いやりの心」を分類し，ま
とめた学習の板書を提示し，本時のめあてについて知る。 

 
 
 
○ 読み物資料「心と心のあく手」を読む。 

 
☆ 日常生活と内容項目との関連が図れ
るよう，内容項目にかかわる以前の学習
の板書や写真などを教室内に掲示して
おく。 

 

 
○ 登場人物「ぼく」の行動について，自分の立場を選び，なぜ
そう思うのか理由を表す。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
○ 意見を聞きたい友達のところへ行き、考えを聞き合う。 
 （必要感に応じた自由交流→全体で交流する） 
 
 
 
 
 
○ 本当の親切について全体で話し合う。 
 
 
 
 
 

 
◇ 登場人物の行動を通して，進んで自分
の道徳的な見方，考え方，感じ方を広げ
ようとしている。        評１   

☆ 自分の立場を明確にするとともに，友
達の立場も知ることができるよう，アナ
ライザーを使用する場面を設定する。ま
た，アナライザーの色は，随時変更して
もよいことを伝える。 

☆ 親切に対しての考えを深め，相手の
立場や気持ちについて考えられるよう，
「ぼく」の二つの親切の比較を促す発問
を行う。 

【比較により考えを深める主発問】 
 
◇ 話合い活動を通して，自分の思いや感
じ方を交流しながら自分の価値判断を
より豊かにしようとする。    評２ 

☆ 必要感をもって，友達との考えを聞き
合い，自分の価値判断をより豊かにでき
るよう,自由交流の場を設定する。 

 
☆ 相手の立場に立って考えたり，気持ち
を想像したりする事の大切さに気付く
ことができるよう，二つの親切の違いに
着目できるような補助発問や構造的な
板書を心掛ける。 

 
◯ 本当の親切ができたと思ったことはあるかを考える。また，
これからの自分について考え，交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
◯ 今日の学習の中で，共感・納得できた友達の考えを発表する。 

◇ 相手を思いやり，相手の立場をよく考
えて親切にすることの大切さに気付き，
それを基にしてこれからの自分の行為
について考えようとしている。 

                評３ 

☆ 自分の道徳的価値観の深まりを実感

することができるよう，これまでの自分

の考え方を振り返る場を設定する。 

【道徳的価値観の深まりを実感する振

り返りの場の設定】 

 

☆ 自己有用感を高め，協同的に学ぶよさ

を体験できるよう，友達の考えを認め合

う場を設定する。 

【友達の考えを認め合う場の設定】 

 

 本当の親切とは何か考えよう。 

荷物を持とうと
しているから，最初
の「ぼく」だと思う。 

おばあさんのことを考えると，見守った方がよかったん
じゃないかな。だから，見守った「ぼく」だよ。 

本時のねらい 

○主最初に声をかけた「ぼく」とそっと見守った「ぼく」

はどちらが本当の親切だと思いますか。 

どっちも，親切なんじゃないか
な。どっちもおばあさんのことを
心配しているし。 
 

 

今日の学習で，「いいな」「なるほど」と思ったお友達の

考えはありますか。 

 
 
○○さんの意見を聞いて，相手のことをしっかり考えて
相手のために行動することが大事だと思った。 

 もしかしたら，あの時に友達
にしてあげたことって親切では
なかったかも…。 

 本当の親切はでき
ていなかったかもし
れないな。 

 声をかけて，助けてあげ
ようとするのは，親切なこ
とだと思うよ。 

 相手のことをよく考え
てあげることじゃないか
な。 

 見守った「ぼく」は，歩
く練習をしたいおばあさ
んのことをよく考えてい
ると思うよ。 

 自分が相手のためにで
きることをやってあげる
ことが親切だと思う。 

本当の親切とは何だと思いますか。 

 もっと相手のこと
をよく考えるように
したいなあ。 

時には，そっと見守ったり、心
の中で応援したりする方がい
い時もあるかもね。 

これまでに本当の親切ができたと思ったことはありま

すか。 

 
 


